
(57)【要約】

【課題】トレッド巾１／４点部分における耐摩耗性能を

向上させ、タイヤの寿命を延ばすことができる空気入り

タイヤを提供する。

【解決手段】空気入りタイヤ１０は、コーテッドコード

のタイヤ赤道線となす角度をＢａ、積層されたベルト層

の重なった部分である交錯層の巾をＢｗ、トレッド巾を

Ｔｗとすると、３°＜Ｂａ＜１２°及び０．２５×Ｔｗ

＜Ｂｗ＜０．５×Ｔｗであるベルト層を有する空気入り

タイヤであって、トレッドに、タイヤ赤道線からトレッ

ドエンド方向に向かって１／２Ｔｗ×２０％～１／２Ｔ

ｗ×４５％の領域Ｍ１に一対の周方向溝と、周方向溝に

開口する、溝巾が狭い狭幅部と、狭幅部とつながりトレ

ッドエンドで閉口する、溝巾が広い広幅部とからなる巾

方向ラグ主溝とを有する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ー テ ッ ド コ ー ド の タ イ ヤ 赤 道 線 と な す 角 度 を Ｂ ａ 、 積 層 さ れ た ベ ル ト 層 の 重 な っ た 部
分 で あ る 交 錯 層 の 巾 を Ｂ ｗ 、 ト レ ッ ド 巾 を Ｔ ｗ と す る と 、 ３ ° ＜ Ｂ ａ ＜ １ ２ ° 及 び ０ ． ２
５ × Ｔ ｗ ＜ Ｂ ｗ ＜ ０ ． ５ × Ｔ ｗ で あ る ベ ル ト 層 を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ で あ っ て 、
　 ト レ ッ ド に 、 タ イ ヤ 赤 道 線 か ら ト レ ッ ド エ ン ド 方 向 に 向 か っ て １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２ ０ ％ ～ １
／ ２ Ｔ ｗ × ４ ５ ％ の 領 域 Ｍ １ に 一 対 の 周 方 向 溝 と 、
　 該 周 方 向 溝 に 開 口 す る 、 溝 巾 が 狭 い 狭 幅 部 と 、 該 狭 幅 部 と つ な が り ト レ ッ ド エ ン ド で 閉
口 す る 、 溝 巾 が 広 い 広 幅 部 と か ら な る 巾 方 向 ラ グ 主 溝 と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 周 方 向 溝 の 深 さ は 、 前 記 巾 方 向 ラ グ 主 溝 の 深 さ の ６ ０ ～ １ ０ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 周 方 向 溝 の 巾 は 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 狭 幅 部 は 、 タ イ ヤ 赤 道 線 か ら ト レ ッ ド エ ン ド 方 向 に 向 か っ て １ ／ ２ Ｔ ｗ × ５ ５ ％ ～
１ ／ ２ Ｔ ｗ × ８ ０ ％ の 領 域 Ｍ ２ に 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 狭 幅 部 の 巾 は 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２ ％ 以 上 、 か つ 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ × ６ ％ 以 下 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ト レ ッ ド 巾 に 対 し て 交 錯 層 の 巾 が 狭 い 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 設 車 輌 用 等 と し て 用 い ら れ る オ フ ザ ロ ー ド タ イ ヤ は 、 同 じ 重 荷 重 用 タ イ ヤ で あ る 、 例
え ば 、 ト ラ ッ ク 、 バ ス 用 タ イ ヤ 等 に 比 べ て 、 格 段 に 高 い 負 荷 能 力 お よ び ト ラ ク シ ョ ン 性 能
が 要 求 さ れ る 。 こ の た め 、 従 来 、 ト レ ッ ド パ タ ー ン と し て 、 ト レ ッ ド 中 央 部 分 に は 、 高 負
荷 に 対 し て も 高 い 耐 摩 耗 性 の 発 揮 す る リ ブ を 形 成 し 、 ト レ ッ ド 両 側 部 分 に は 、 高 い ト ラ ク
シ ョ ン 性 能 を 発 揮 す る ラ グ を 形 成 し た も の が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 、 建 設 車 両 用 等 の オ フ ザ ロ ー ド タ イ ヤ は 、 高 負 荷 に 対 す る 耐 摩 耗 性 を 発 揮 す る た め 、
２ 層 以 上 の ベ ル ト 層 を 有 し 、 そ れ ら の ベ ル ト 層 が 重 な っ た 巾 （ 主 交 錯 層 の 巾 ） が 、 ト レ ッ
ド 巾 に 対 し て ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ と 狭 く な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 こ の よ う な オ フ ザ ロ ー ド タ イ ヤ で は 、 タ イ ヤ の 完 摩 ま で の 寿 命 を 延 ば す た め 、 ト
レ ッ ド パ タ ー ン 設 計 に お い て 、 ト レ ッ ド ゲ ー ジ を 増 加 さ せ た り 、 ト レ ッ ド パ タ ー ン の ネ ガ
テ ィ ブ 率 （ ト レ ッ ド 表 面 に 対 す る 溝 部 の 面 積 割 合 ） を 小 さ く し た り す る こ と が 行 わ れ て い
た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ４ 参 照 ） 。 あ る い は 、 ト レ ッ ド ゴ ム を 耐 摩 耗 性 能 の 良 い も の に
す る こ と が 行 わ れ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 番 号 Ｗ Ｏ 　 ０ ２ ／ １ ０ ０ ６ ６ ４ 　 Ａ １ 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ５ ０ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ２ － １ ７ ９ ５ ０ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － １ ９ ８ ６ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 述 し た よ う に 、 建 設 車 輌 用 の オ フ ザ ロ ー ド タ イ ヤ で は 、 ト レ ッ ド 巾 に 対 す る
主 交 錯 層 の ベ ル ト 巾 が 狭 い と い う 特 徴 が あ る 。 こ の た め 、 ト レ ッ ド 部 が 接 地 直 前 に 湾 曲 変
形 を 起 こ す 影 響 で 、 ト レ ッ ド 面 の 巾 方 向 の 摩 耗 分 布 は 図 ５ に 示 す よ う に な っ て い た 。 即 ち
、 ト レ ッ ド の 両 端 か ら ト レ ッ ド 巾 の １ ／ ４ に お け る 部 分 に お い て 、 摩 耗 が 早 く 生 じ て い た
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 鑑 み 、 ト レ ッ ド 巾 １ ／ ４ 点 部 分 に お け る 耐 摩 耗 性 能 を
向 上 さ せ 、 タ イ ヤ の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 特 徴 は 、 コ ー テ ッ ド コ ー ド の タ イ ヤ 赤 道 線 と な す
角 度 を Ｂ ａ 、 積 層 さ れ た ベ ル ト 層 の 重 な っ た 部 分 で あ る 交 錯 層 の 巾 を Ｂ ｗ 、 ト レ ッ ド 巾 を
Ｔ ｗ と す る と 、 ３ ° ＜ Ｂ ａ ＜ １ ２ ° 及 び ０ ． ２ ５ × Ｔ ｗ ＜ Ｂ ｗ ＜ ０ ． ５ × Ｔ ｗ で あ る ベ ル
ト 層 を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ で あ っ て 、 ト レ ッ ド に 、 タ イ ヤ 赤 道 線 か ら ト レ ッ ド エ ン ド 方
向 に 向 か っ て １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２ ０ ％ ～ １ ／ ２ Ｔ ｗ × ４ ５ ％ の 領 域 Ｍ １ に 一 対 の 周 方 向 溝 と 、
周 方 向 溝 に 開 口 す る 、 溝 巾 が 狭 い 狭 幅 部 と 、 狭 幅 部 と つ な が り ト レ ッ ド エ ン ド で 閉 口 す る
、 溝 巾 が 広 い 広 幅 部 と か ら な る 巾 方 向 ラ グ 主 溝 と を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ で あ る こ と を 要
旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 特 徴 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ に よ る と 、 領 域 Ｍ １ に 周 方 向 溝 を 設 け 、 セ ン タ ー 側
で 溝 巾 が 狭 く シ ョ ル ダ ー 側 で 溝 巾 が 広 い 巾 方 向 ラ グ 主 溝 を 設 け る こ と に よ り 、 ト レ ッ ド 巾
１ ／ ４ 点 部 分 に お け る 耐 摩 耗 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 又 、 狭 幅 部 と 広 幅 部 と か ら
な る 巾 方 向 ラ グ 主 溝 を 設 け る こ と に よ り 、 高 い ト ラ ク シ ョ ン 性 能 を 発 揮 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 又 、 本 発 明 の 特 徴 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ に お け る 周 方 向 溝 の 深 さ は 、 巾 方 向 ラ グ 主 溝 の
深 さ の ６ ０ ～ １ ０ ０ ％ で あ る こ と が 望 ま し い 。 周 方 向 溝 が 、 巾 方 向 ラ グ 主 溝 と ほ ぼ 同 様 の
深 さ で あ る た め 、 前 後 ・ 横 方 向 共 に 高 い ト ラ ク シ ョ ン 性 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 又 、 本 発 明 の 特 徴 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ に お け る 周 方 向 溝 の 巾 は 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２ ％ 以
上 で あ る こ と が 望 ま し い 。 周 方 向 溝 が 一 定 以 上 の 巾 を 有 す る こ と に よ り 、 更 に ト レ ッ ド 巾
１ ／ ４ 点 部 分 に お け る 耐 摩 耗 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 、 本 発 明 の 特 徴 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ に お け る 狭 幅 部 は 、 タ イ ヤ 赤 道 線 か ら ト レ ッ ド
エ ン ド 方 向 に 向 か っ て １ ／ ２ Ｔ ｗ × ５ ５ ％ ～ １ ／ ２ Ｔ ｗ × ８ ０ ％ の 領 域 Ｍ ２ に 存 在 す る こ
と が 望 ま し い 。 領 域 Ｍ ２ に 狭 幅 部 を 設 け る こ と に よ り 、 更 に ト レ ッ ド 巾 １ ／ ４ 点 部 分 に お
け る 耐 摩 耗 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 又 、 第 １ の 特 徴 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ に お け る 狭 幅 部 の 巾 は 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２ ％ 以 上 、
か つ 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ × ６ ％ 以 下 で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ の よ う に 狭 幅 部 の 巾 を 規 定 す る こ
と に よ り 、 更 に ト レ ッ ド 巾 １ ／ ４ 点 部 分 に お け る 耐 摩 耗 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ト レ ッ ド 巾 １ ／ ４ 点 部 分 に お け る 耐 摩 耗 性 能 を 向 上 さ せ 、 タ イ ヤ の 寿
命 を 延 ば す こ と が で き る 空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 以 下 の 図 面 の 記 載 に お い て 、
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同 一 又 は 類 似 の 部 分 に は 、 同 一 又 は 類 似 の 符 号 を 付 し て い る 。 た だ し 、 図 面 は 模 式 的 な も
の で あ り 、 各 寸 法 の 比 率 等 は 現 実 の も の と は 異 な る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 従 っ て 、 具
体 的 な 寸 法 等 は 以 下 の 説 明 を 参 酌 し て 判 断 す べ き も の で あ る 。 又 、 図 面 相 互 間 に お い て も
互 い の 寸 法 の 関 係 や 比 率 が 異 な る 部 分 が 含 ま れ て い る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 空 気 入 り タ イ ヤ の 構 成 ）
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 一 対 の ビ ー ド 部
１ 及 び 一 対 の サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ と 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ 相 互 間 に わ た り ト ロ イ ド 状 に 連
な る ト レ ッ ド 部 ３ と を 備 え る 。 カ ー カ ス ５ は ビ ー ド 部 １ 内 に 埋 設 し た 一 対 の ビ ー ド コ ア ４
相 互 間 に わ た っ て ビ ー ド 部 １ 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ 及 び ト レ ッ ド 部 ３ を 補 強 す る ト ロ イ ド
状 ラ ジ ア ル カ ー カ ス で あ り 、 カ ー カ ス ５ の ク ラ ウ ン 部 周 上 に は 、 ２ 層 以 上 の ベ ル ト 層 ６ を
配 置 し 、 ト レ ッ ド 部 ３ を 強 化 す る 。 図 １ で は 、 ベ ル ト 層 ６ を ３ 層 積 層 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 積 層 さ れ た ベ ル ト 層 ６ の う ち 、 最 も タ イ ヤ 径 内 側 に 配 置 さ れ た ベ ル ト 層 ６ を タ
イ ヤ 周 方 向 に 展 開 し 、 タ イ ヤ 表 面 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。 ベ ル ト 層 ６ は 、 タ イ ヤ 赤 道 面 に
対 し て ３ ～ １ ２ ° の 角 度 Ｂ ａ で 互 い に 略 平 行 に 延 び る コ ー テ ッ ド コ ー ド ７ （ 主 に ス チ ー ル
コ ー ド ） を 被 覆 ゴ ム 中 に 埋 設 し て 形 成 さ れ る 。 又 、 積 層 さ れ た ベ ル ト 層 の う ち 、 タ イ ヤ 表
面 か ら 見 た 場 合 に 、 重 な っ て い る 部 分 を 「 交 錯 層 」 と し 、 そ の 巾 を Ｂ ｗ と す る 。 ト レ ッ ド
の タ イ ヤ 巾 方 向 巾 を Ｔ ｗ と す る と 、 ０ ． ２ ５ × Ｔ ｗ ＜ Ｂ ｗ ＜ ０ ． ５ × Ｔ ｗ の 条 件 を 満 た す
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 最 も タ イ ヤ 径 内 側 に 配 置 さ れ た ベ ル ト 層 ６ 以 外 の ベ ル ト 層 ６
も 図 ２ に 示 す 構 造 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ト レ ッ ド ３ に 、 タ
イ ヤ 周 方 向 （ 矢 印 Ａ 方 向 ） に 伸 び る 一 対 の 周 方 向 溝 １ １ 、 タ イ ヤ 巾 方 向 （ 矢 印 Ｂ 方 向 ） に
伸 び る 巾 方 向 ラ グ 主 溝 １ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 周 方 向 溝 １ １ は 、 タ イ ヤ 赤 道 線 Ｃ Ｌ か ら ト レ ッ ド エ ン ド 方 向 に 向 か っ て １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２
０ ％ ～ １ ／ ２ Ｔ ｗ × ４ ５ ％ の 領 域 Ｍ １ に 配 置 さ れ る 。 周 方 向 溝 １ １ の 深 さ は 、 巾 方 向 ラ グ
主 溝 １ ２ の 深 さ の ６ ０ ～ １ ０ ０ ％ で あ る 。 又 、 周 方 向 溝 １ １ の 巾 Ｇ ｗ １ は 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ ×
２ ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 又 、 巾 方 向 ラ グ 主 溝 １ ２ は 、 周 方 向 溝 １ １ に 開 口 す る 、 溝 巾 が 狭 い 狭 幅 部 １ ２ ａ と 、 狭
幅 部 １ ２ ａ と つ な が り ト レ ッ ド エ ン ド で 閉 口 す る 、 溝 巾 が 広 い 広 幅 部 １ ２ ｂ と か ら な る 。
狭 幅 部 １ ２ ａ は 、 タ イ ヤ 赤 道 線 Ｃ Ｌ か ら ト レ ッ ド エ ン ド 方 向 に 向 か っ て １ ／ ２ Ｔ ｗ × ５ ５
％ ～ １ ／ ２ Ｔ ｗ × ８ ０ ％ の 領 域 Ｍ ２ に 存 在 す る 。 又 、 狭 幅 部 １ ２ ａ の 巾 Ｇ ｗ ２ は 、 １ ／ ２
Ｔ ｗ × ２ ％ 以 上 、 か つ 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ × ６ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 本 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 ・ 効 果 ）
　 本 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ に よ る と 、 ト レ ッ ド に 、 タ イ ヤ 赤 道 線 Ｃ Ｌ か ら ト レ ッ
ド エ ン ド 方 向 に 向 か っ て １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２ ０ ％ ～ １ ／ ２ Ｔ ｗ × ４ ５ ％ の 領 域 Ｍ １ に 一 対 の 周
方 向 １ １ 溝 と 、 周 方 向 溝 １ １ に 開 口 す る 、 溝 巾 が 狭 い 狭 幅 部 １ ２ ａ と 、 狭 幅 部 １ ２ ａ と つ
な が り ト レ ッ ド エ ン ド で 閉 口 す る 、 溝 巾 が 広 い 広 幅 部 １ ２ ｂ と か ら な る 巾 方 向 ラ グ 主 溝 １
２ と を 有 す る こ と に よ り 、 領 域 Ｍ １ に 周 方 向 溝 を 設 け 、 セ ン タ ー 側 で 溝 巾 が 狭 く シ ョ ル ダ
ー 側 で 溝 巾 が 広 い 巾 方 向 ラ グ 主 溝 を 設 け る こ と が で き る 。 こ の た め 、 ト レ ッ ド 巾 １ ／ ４ 点
部 分 に お け る 耐 摩 耗 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 又 、 狭 幅 部 と 広 幅 部 と か ら な る 巾 方
向 ラ グ 主 溝 を 設 け る こ と に よ り 、 高 い ト ラ ク シ ョ ン 性 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 又 、 周 方 向 溝 １ １ の 深 さ は 、 巾 方 向 ラ グ 主 溝 １ ２ の 深 さ の ６ ０ ～ １ ０ ０ ％ で あ り 、 巾 方
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向 ラ グ 主 溝 １ ２ と ほ ぼ 同 様 の 深 さ で あ る た め 、 前 後 ・ 横 方 向 共 に 高 い ト ラ ク シ ョ ン 性 能 を
発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 又 、 周 方 向 溝 １ １ の 巾 Ｇ ｗ １ は 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２ ％ 以 上 で あ る た め 、 周 方 向 溝 が 一 定 以
上 の 巾 を 有 す る こ と に よ り 、 更 に ト レ ッ ド 巾 １ ／ ４ 点 部 分 に お け る 耐 摩 耗 性 能 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 又 、 巾 方 向 ラ グ 主 溝 １ ２ の 狭 幅 部 １ ２ ａ は 、 タ イ ヤ 赤 道 線 Ｃ Ｌ か ら ト レ ッ ド エ ン ド 方 向
に 向 か っ て １ ／ ２ Ｔ ｗ × ５ ５ ％ ～ １ ／ ２ Ｔ ｗ × ８ ０ ％ の 領 域 Ｍ ２ に 存 在 す る た め 、 更 に ト
レ ッ ド 巾 １ ／ ４ 点 部 分 に お け る 耐 摩 耗 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 又 、 巾 方 向 ラ グ 主 溝 １ ２ の 狭 幅 部 １ ２ ａ の 巾 Ｇ ｗ ２ は 、 １ ／ ２ Ｔ ｗ × ２ ％ 以 上 、 か つ 、
１ ／ ２ Ｔ ｗ × ６ ％ 以 下 で あ る た め 、 更 に ト レ ッ ド 巾 １ ／ ４ 点 部 分 に お け る 耐 摩 耗 性 能 を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の 実 施 例 に つ い て 、 以 下 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発
明 の 効 果 を 確 か め る た め に 、 本 発 明 が 適 用 さ れ た 実 施 例 の タ イ ヤ ５ 種 、 従 来 例 の タ イ ヤ １
種 を リ ム に 装 着 し 、 実 地 に て 耐 摩 耗 性 能 を 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 又 、 実 施 例 、 従 来 例 共 に 、 タ イ ヤ サ イ ズ は ４ ０ ． ０ ０ Ｒ ５ ７ で あ り 、 リ ム サ イ ズ は ２ ９
× ６ ． ０ 、 内 圧 は ７ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ 2 と し 、 Ｔ Ｒ Ａ 規 格 に 準 拠 し た 最 大 荷 重 （ ６ ０ ｔ ） を 負 荷
し た 。 又 、 評 価 車 輌 と し て は 、 Ｃ Ａ Ｔ ７ ９ ３ を 用 い 、 そ の 前 輪 に タ イ ヤ を 装 着 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 施 例 １ ～ ５ 、 従 来 例 の タ イ ヤ は 、 ３ ° ＜ Ｂ ａ ＜ １ ２ ° 及 び ０ ． ２ ５ × Ｔ ｗ ＜ Ｂ ｗ ＜ ０
． ５ × Ｔ ｗ で あ る ベ ル ト 層 を 有 し 、 図 ３ に 示 す ト レ ッ ド パ タ ー ン を 有 す る 。 実 施 例 １ ～ ５
、 従 来 例 の 試 験 条 件 （ 領 域 Ｍ １ 、 領 域 Ｍ ２ 、 周 方 向 溝 の 巾 Ｇ ｗ １ 、 狭 幅 部 の 巾 Ｇ ｗ ２ ） は
、 表 １ に 示 す と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 又 、 耐 摩 耗 性 評 価 は 、 ト レ ッ ド の 両 端 か ら ト レ ッ ド 巾 の １ ／ ４ に お け る 部 分 の 一 定 の 摩
耗 量 が 生 じ る ま で の 走 行 距 離 を 、 従 来 例 を １ ０ ０ と し た 指 数 で 表 し 、 値 が 大 き い ほ ど 耐 摩
耗 性 能 が 高 い も の と し た 。
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 （ 結 果 ）
　 実 施 例 及 び 従 来 例 の 耐 摩 耗 指 数 を 表 １ 及 び 図 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 例 １ ～ ５ は 、 従 来 例 と 比 較 す る と 耐 摩 耗 性 が 高 い 。 よ っ て 、 Ｍ １ （ Ｔ ｗ ／ ２ ） を ２
０ ～ ４ ５ ％ 、 Ｇ ｗ １ ／ （ Ｔ ｗ ／ ２ ） を ２ ％ 以 上 と す る こ と に よ り 、 対 摩 耗 性 が 向 上 す る こ
と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 又 、 実 施 例 ２ 及 び 実 施 例 ５ は 、 他 の 実 施 例 と 比 較 す る と 耐 摩 耗 性 が 高 い 。 し か し 、 実 施
例 ５ で は 、 カ ッ ト セ パ で 故 障 し て い る こ と か ら 、 Ｍ ２ （ Ｔ ｗ ／ ２ ） を ５ ５ ～ ８ ０ ％ 、 Ｇ ｗ
２ ／ （ Ｔ ｗ ／ ２ ） を ２ ～ ６ ％ と す る こ と に よ り 、 耐 摩 耗 性 が 向 上 す る こ と が 分 か っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の タ イ ヤ 回 転 軸 心 を 含 む 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の ベ ル ト 層 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の ト レ ッ ド の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 結 果 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の ト レ ッ ド 面 に お け る 摩 耗 分 布 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ … ビ ー ド 部
　 ２ … サ イ ド ウ ォ ー ル 部
　 ３ … ト レ ッ ド 部
　 ４ … ビ ー ド コ ア
　 ５ … カ ー カ ス
　 ６ … ベ ル ト 層
　 ７ … コ ー テ ッ ド コ ー ド
　 １ ０ … 空 気 入 り タ イ ヤ
　 １ １ … 周 方 向 溝
　 １ ２ … 巾 方 向 ラ グ 主 溝
　 １ ２ ａ … 狭 幅 部
　 １ ２ ｂ … 広 幅 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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